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ムービーチャンネルあやせ　新作配信中！
11月に公開した最新作では「ばらで輝くまちあやせ」をテーマに、綾瀬市で暮らしていくカップルの物語を見ることができます。
詳しくは12ページを見てください。

“つたえる”を大切にするまち　“つながる”を生み出すまち

小春日和に誘われて

散歩のひとときを楽しもう

ムービーチャンネルあやせ　新作配信中！

広報
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2 3広報あやせ
2023.11.15

広報あやせ
2023.11.15問い合わせ先などに記載の電話番号で、省略している市外局番は全て「0467」です。市外局番

11月1日(水)オーエンス文化会館で市表彰式典を行いました。表彰者は次のとおりです(順不同、敬称略)。
秘書広報課☎70･5648

▼一般表彰〈公共の福祉の増進に貢献〉

▽笠間茂治(早川) ▽髙橋孝司(上土棚
南) ▽円谷克巳(蓼川) ▽淡井裕子(深
谷南） ▽ 今井悦子(深谷中) ▽ 柴田彰
一(蓼川) ▽山田清美(落合南) ▽鈴木
眞理子(小園) ▽添田市子(大上) ▽田
中ふみ(上土棚中) ▽西川和朗(寺尾釜
田) ▽ 石井實(上土棚南) ▽ 駒場和友
(蓼川) ▽ 藤洋子(寺尾釜田) ▽堤朋
子(寺尾南) ▽近田宣男(落合北) ▽川
口正明(上土棚中) ▽栗原市(早川) ▽

⻆田保一(蓼川) ▽藤田久幸(蓼川) ▽

伊東一男(上土棚北) ▽ 矢島俊男(寺
尾北) ▽近藤アヤ子(小園) ▽宮内千晴
(寺尾南) ▽平野和子(深谷上) ▽森田
徹(深谷中) ▽横山利佳(横浜市) ▽菅
孝能(鎌倉市) ▽大橋南海子(東京都)

▽吉田愼悟(川崎市) ▽佐藤雅彦(早川
城山) ▽吉住眞人(愛知県) ▽阿部 馬
(座間市) ▽パーカー精密工業株式会社

（深谷上） ▽ 株式会社YAMANAKA綾

瀬工場（小園） ▽株式会社タズミ（吉岡）

▽髙橋重雄(深谷中) ▽見上智(大上)
〈教育・文化の振興に貢献〉 ▽ 吉良芳
恵(横浜市) ▽橘川純子(寺尾台) ▽三
好百合子(深谷南) ▽ 山﨑眞理子(寺
尾北) ▽ 山城純子(早川) ▽ 佐藤和美
(寺尾中) ▽清水ひとみ(寺尾北) ▽松
田伴世(小園) ▽伊倉綾(落合南) ▽谷
津田紫乃(早川城山) ▽ 金田将治(海
老名市)

〈スポーツ・文化芸術の分野における優
れた功績〉 ▽ 三浦靖弘(大上) ▽ 冨松
実(上土棚南) ▽関龍二(上土棚南) ▽

福島花(寺尾釜田) ▽ 岩瀨剛大(早川
城山) ▽石原明奈(寺尾台) ▽福田寧々
(大 上) ▽ 綾 北“Mercury winds”（ 深
谷上）

〈ボランティア活動〉 ▽一般社団法人綾
瀬青年会議所（深谷南） ▽寺尾南パト
ロール隊（寺尾南）

▼感謝状 ▽有限会社ブライトピック（吉岡）

▼自治功労表彰
〈教育委員会委員として
永年にわたり教育行政の
発展に貢献〉

▽布施武(寺尾西)

〈市議会議員として永年
にわたり地方自治の発展
に貢献〉

▽井上賢二(寺尾釜田)

▽比留川政彦(深谷中)

▽笠間昇(早川)

▼自治表彰
〈市議会議員として地方
自治の発展に貢献〉

▽古市正(上土棚中)

▽齊藤慶吾(寺尾西)

▽金江大志(綾西)

布施武氏

比留川政彦氏

井上賢二氏

笠間昇氏

栄誉をたたえて
市表彰式典開催

　江戸時代に地域の警備部隊を管理していた「お奉行さま」
に関わりのある場所を巡り、同時代の治安維持や綾瀬市域
の人々との関わりを学びます。見学地の綾瀬市 ･ 茅ヶ崎市
内（長

ちょう

龍
りゅう

寺・蓮
れ ん

光
こ う

寺・熊野社・旧和田家・旧三橋家・浄
じょう

見
け ん

寺・
茅ケ崎市博物館）を、マイクロバスで巡ります。

▶ 　 12月2日( 土 )9時～14時30分 ( 荒天中止 )▶ 　 市役所正面玄関集合・解散
▶ 　 小学生以上の方▶ 　15人(申込順)▶ 　 筆記用具、昼食▶その他　歩きや
すい服装・靴で来てください▶ 　11月16日9時～12月1日に生涯学習課☎70･5637

令和4年度の様子

あやせ歴史めぐり
～江戸の捕

と り

物
も の

控
ひかえ

めぐり～

江戸時代の綾瀬の領主たち
　江戸時代の綾瀬市域は八つの村
に分かれていました。各村はそれぞ
れ治めている領主が異なり、多くは
旗本領で、他に幕府直轄領などが
ありました。時期によっても領主や
領地の在り方が異なり、複雑な管
理体制となっていたことがうかがえ
ます。江戸時代中期にあたる宝暦
10年（1760年）ごろには、小園村・
吉岡村が佐倉藩の藩領、本蓼川村
が藩領、深谷村の一部が幕領、深谷
村の他一部・寺尾村・早川村・蓼川
村・上土棚村が旗本領となっていま
した。ほとんどの領主は別の場所に
本拠地を持っており、領地の一部と
して本市域内の各村を管理・運営し
ていたようです。
　このような支配・管理体制の中、

「綾瀬の地」を自分の領地の中心地
(本領)とした旗本が二家ありまし
た。一家は江戸時代の初めから幕
末まで上土棚村を治めた「遠山家」、
もう一家は、寛永10年(1633年)か
ら宝暦8年(1758年)まで深谷村を
治めた「大橋家」です。今回は遠山
家について紹介します。

遠山家
　遠山家は美

み の の く に

濃国遠
とおやましょう

山荘を代々所
しょ

されています。蓮光寺は、安則が徳
川家に許可を取り、増上寺(東京都)
の末

ま つ

寺
じ

として開山しました。本寺は
遠山家の菩提寺として、江戸時代初
期から幕末に至るまでの遠山氏累

る い

代
だ い

の墓があり、今も守り伝えられて
います(市指定文化財)。
　熊野社には、遠山家領主の名が
書かれた「熊

く ま

野
の

三
さ ん

社
し ゃ

権
ご ん

現
げ ん

造
ぞ う

立
り つ

棟
む な

札
ふ だ

」
や、文 政2年(1819年)に当時 の領
主であった遠山景

か げ

之
ゆ き

が寄進した「石
灯籠」などがあり、遠山家からの信
仰を受けていたことが分かります。
　蓮光寺や熊野社では、これらの
記録を関係者により現在まで大切
に保存・継承しています。江戸時代
の綾瀬の歴史を、現地を巡って感じ
てみてください。

領
りょう

とした一族で、徳川家康に従って
関東へ来ました。初代の遠山安

や す

吉
よ し

は家康の父・松平広忠の家臣であり、
遠山家はいわゆる三河以来譜代の
家臣でした。
　安吉の次男で家康の家臣だった
遠山安

や す

則
の り

が 天正18年(1590年)に
相模国内2カ郡に所領を得た後、上
土棚村を遠山家の本領としました。
以降、本市域では珍しく、幕末まで
領主が代わらない地として遠山家
により治められたのです。

綾瀬に残る遠山家の「足跡」
　上土棚地域では、今でも領主・遠
山家の痕跡を見ることができます。
　 文 化9年(1812年)に 書 か れ た

「 寛
か ん

政
せ い

譜
ふ

」には、安 則が 慶 長15年
（1610年）4月5日に死去し法名を「蓮
光」としたことや、高座郡上土棚村
の蓮光寺に埋葬されたことが記載

文化財を紹介⑫
市内のちょっと珍しい 市内を本拠地とした領主 生涯学習課☎70･5637　

蓮光寺にある遠山氏累代の墓石群
(市指定文化財) 熊野社にある遠山家寄進の石灯籠




